


民族の祭典 － 三者三様の民族性 － 
 
19 世紀になってオーケストラ音楽はドイツ・オーストリアで爆発的な発展を遂げ、特に交響曲など

は「ドイツ的」な音楽としてみなされようになった。19 世紀も後半に入ると他の民族の作曲家からも

優れたオーケストラ作品が頻出するようになるが、その際、「民族性」というものをそれぞれの作曲家

がどのように扱ったか。 

交響曲という「ドイツ的」な形式の中に民族性を織り込もうとしたドヴォルザーク。ブラームス的＝

ドイツ的な構築性が目立つ 7 番とは打って変わってボヘミア的ともいえる美しい旋律が印象的な交響

曲第 8 番。メキシコの作曲家、レブエルタスの《センセマヤ》は近年になって演奏されることが多くな

った。短い中に充満する土俗性。そしてバルトーク。東欧の民俗音楽を採集しそのエッセンスを自らの

音楽に取り入れたバルトークの総決算ともいえる《管弦楽のための協奏曲》は、その抽象的な音楽の向

こうにうっすらとバルトークが採取した農民たちの音楽が聞こえてくる。 

三者三様の民族性。その民族性がオーケストラという表現形式とどのような「折り合い」をつけてい

ったのか、金子建志の鋭利な分析がえぐり出す。スリリングな演奏会となるであろう。 

 

プロフィール 
 

千葉フィルハーモニー管弦楽団 音楽監督 兼 常任指揮者 

金子 建志 
東京芸大楽理科卒、柴田南雄氏、高階正光氏に師事。2013 年 3 月まで静

岡・常葉短期大学教授（指揮法・音楽史）を務め、現在は常葉大学短期大

学部、静岡大学、武蔵野音楽大学、東京理科大学の非常勤講師。古典派～

近現代の交響曲・管弦楽曲の研究と、その実践としての指揮活動。千葉フ

ィルハーモニー管弦楽団、アンサンブル「花火」の常任指揮者。市川交響

楽団、19 世紀オーケストラ、京都フィロムジカ管弦楽団、狛江フィルハー

モニー管弦楽団、世田谷交響楽団等を指揮。月刊誌「レコード芸術」「音楽

現代」、東京中日新聞等で批評を執筆。レコード・アカデミー賞審査委員。

NHK FM の解説者。著書に「こだわり派のための名曲徹底分析」シリーズ

「ブルックナーの交響曲」「マーラーの交響曲」「ベートーヴェンの〈第 9〉」
「交響曲の名曲１」「マーラーの交響曲 2」（以上音楽之友社）、編／著書に

「朝比奈隆 交響曲の世界」（早稲田出版）、200CD シリーズ「オーケスト

ラの秘密」、「オーケストラこだわりの聴き方」（立風書房）等がある。 
 
千葉フィルハーモニー管弦楽団 

千葉フィルハーモニー管弦楽団は、千葉県を中心に活動するアマチュアオーケストラ。音楽監督兼常

任指揮者に金子建志を迎え、ベートーヴェンからチャイコフスキー、ショスタコーヴィチなど、幅広い

選曲でパワフルな演奏を行っている。特に、金子氏の研究に裏打ちされたマーラーやブルックナーの演

奏については、アマチュアオーケストラファン以外からも高い注目を集めている。毎年 1 月の演奏会と

8 月のサマーコンサートを実施している。 


